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№２８０９ 第４４回例会 ２０２５．６．１２ 晴 
 

点 鐘：神子 恒 会長 

進 行：栗原典子 ＳＡＡ 

ソング：我等の生業 

 

会長挨拶 

             神子 恒 会長 

 
  皆さまこんにちは。今週も明るく楽しい、夢と希

望に満ちた一週間をお過ごしになられたことと思い

ます。 新旧合同理事会も終え、新しい岡田年度に

おいて体制も決まり（一段落というような）、何はとも

あれ残された今年度は片手で数えられる程の例会

数を残すのみとなりました。 

 本年度は偏に幹事、役員理事、年度委員長、委

員、会員皆様方のお力添えと御蔭を持ちましてここ

まで過ごさせていただきましたこと、有難く感謝申し

上げます。 

 この一年間、私自身が経験した隔週の自らの身

に起きた経験を、四つのテストを意識し、「これで良

いのか」をテーマに、例会冒頭の会長挨拶の時間

を戴きお話しさせてもらいましたが、その総集を次

回例会時にお話しさせて頂ければ幸いです。 

 

クラブ訪問報告 

榎本守男 第５グループＡＧ 

 

任期も残すところ僅かになった榎本 AG 

 

幹事報告 

朝月真次郎 幹事 

 

 本日回覧はございません。 

昨日、榎本ガバナー補佐、久保グループ幹事と共



 

  

に木更津東ＲＣに伺いましたので、私の気付きをご

報告いたします。木更津東ＲＣ様では各委員長が

自分の職責を遂行する意識が高いように感じられ

私自身見習わねばと感じました。また、久保会員か

らは若い会員が多いと聞いていたのですが、実際

高齢の先輩方も多く、当クラブと似たような年齢構

成でしたが、中堅や若い会員が中心となって例会

が運営されており、世代継承がスムーズに進行して

いると感じました。今回はいろいろと学ばせていた

だきありがとうございました。 

 

委員会報告 

『木更津東ＲＣ訪問報告』 

久保顯彦 グループ幹事 

 

 昨日、グループ幹事として榎本ガバナー補佐、朝

月幹事と共に木更津東ＲＣ様を訪問しましたのでご

報告いたします。今回榎本ガバナー補佐にお願い

して木更津東ＲＣに同行させていただいたのは、本

年度の活動計画書を作成するにあたり第５グルー

プの各クラブの定款・細則を確認したところ、木更

津東ＲＣ様だけが全く独自のオリジナリティある内容

だったので、とても好奇心を刺激され興味をかきた

てられたためです。今回２度目の訪問ですが、とて

も良いと思ったことがありました。ニコニコＢＯＸの発

表ですが、担当者が発表する際には、献金された

方々は起立し、内容に対して全会員が盛大に拍手

をされていました。榎本ガバナー補佐によると当ク

ラブも以前はそのようにしたり、献金者が自ら発表し

たりしたこともあったとのことですが、とても丁寧で品

位を感じる報告でした。また、当クラブにはない委

員会もあり、現状に即して運営されているようにも感

じました。このような気付きの機会を与えてくださっ

た榎本ガバナー補佐には感謝申し上げます。 

  

新橋悠実瑛 親睦担当部員ラーニングファシリ

テータープレゼンテーション④ 

平川恵敏・飯島由美 会員 

 

本年度より当クラブも委員会としてラーニング・フ

ァシリテーターが出来、一年を通し第１部三枝会員

と久保会員、第２部石渡会員と城臺会員ペア、第３

部小野会員と志波会員に素晴らしいプレゼンをし

て頂きました。 

本日、最後のラーニング・ファシリテーターのプレ

ゼンを第４部として平川会員と私飯島でさせて頂き

ます。本題に入る前にラーニング・ファシリテーター

のプレゼンなのでファシリテーターについて少しお

さらいをしたいと思います。 

◆ファシリテーターには様々な定義があります。 

①グループや組織がより効果的に活動し協力し相

乗効果を発揮することを可能にする人 

②グループが効果的に機能し、質の高い意思決定

が出来るように、その相互作用の構造とプロセスに

貢献する人。 

◆ファシリテーターの仕事は、グループ全員が最高

の思考と実践が出来るようにサポートすることです。 

              ↓ 

●ファシリテーターとは● 

会議や話し合いなどで、参加者が意見を出しやす

くしたりスムーズに話が進むように手助けする人。 

では、本題の方に入らせて頂きたいと思います。 

今回のプレゼンの題といたしまして、本年度のＲＩ会

長であるステファニー・アーチックさんのテーマ「ロ

ータリーのマジック」をあげさせて頂きました。 

アーチック会長は女性としてだけではなく人として



 

  

素晴らしく「彼女は唯一無二の個性の持ち主」と云

われるほどで「どこにいてもその場に溶け込める人。

外交官の会合でも地元の集会でも変わらず誰もが

彼女を好きになり、彼女自身どこへ行っても楽しめ

る人」だそうです。 

こんな素敵なアーチック会長を作り出したのは、

幼いころの夢が原点なように思います。ペンシルベ

ニア州の小さな町に住んでいて、どこにも行ったこ

となかったアーチック会長は広い世界を見てみたく

当時大好きで読んでいた小説「少女探偵ナンシー」

に夢中になりスパイになる事を夢見ていたといいま

す。その夢はいつしか国際的なキャリアを積むとい

う夢に代わっていきます。しかし、あと少しという所

でその夢が後回しになってしまいます。そんな中、

知人女性がペンシルベニア州立カリフォルニア大

学のアーチック会長のオフィスを訪れ「ロータリーク

ラブの例会にいかない」と誘われたのがきっかけで、

ロータリーで活躍の場を広げ夢であった国際的な

キャリアを積んでいく事となります。そして、Ｆｉｎａｌｌｙ

アーチック会長は私達ロータリークラブｐｒｅｓｉｄｅｎｔ 

になります。 

このように、小さい頃からの夢をも実現し素敵で

魅力のあるアーチック会長の唱えるロータリーのテ

ーマ「ロータリーのマジック」がどのようなものかを、

①より大きなビジョンに向けて ②喜びをもたらそ

う！！の２つの会長のメッセージとそしてロータリー

とはのテーマで本日のプレゼンをさせて頂こうと思

います。 

◆より大きなビジョンに向けて◆ 

アーチック会長は、ロータリーが本領を発揮でき

るのはクラブでインクルージョンと帰属意識が育ま

れた時といわれています。インクルージョンと帰属

意識に焦点を当てれば共通の目的のために人々

は結束しやすくなります。互いに支えあい目標に集

中すれば、私たちの力は最大に発揮され、これを

後押しするのがロータリーの行動計画という事です。 

そして行動計画は、より大きなビジョンに向けてクラ

ブ内で効果的な変化を生み出すのに役立ちます。

また行動計画に従って地域社会のニーズに取り組

むことで全てのロータリー会員にそれぞれのクラブ

への帰属意識（この組織に属しているという感覚）

が末永く育まれることになっていきます。 

◆喜びをもたらそう！！◆ 

アーチック会長は、所属クラブであるペンシルベ

ニア州立マクマリーロータリークラブの例会に出席

する時は、いつも笑顔で部屋に入るという事です。 

数年前、ある会員が遅れて例会にやってきました。

その時、遅れたことをとがめるのではなく拍手で迎

えたという事で以来アーチック会長のクラブでは例

会に来た会員を拍手で迎えるのが新たな伝統とな

っているようです。誰でも拍手で迎えられたら、自然

と笑顔になってしまいますね。 

友好的で活気にあふれ、何より楽しいクラブほど

怪異の積極的な参加と維持が図れます。最も大切

な事は ・親睦 ・一緒に笑い合う事 ・奉仕の精神

を基盤として様々な活動する喜びです。そしてそこ

から《人との繋がり》が生まれます。私たち自身が楽

しめば、そのエネルギーが他の人にも伝わります。

それこそ新会員を引き付け、クラブを元気にし会員

の参加を促すための大切な鍵になります。 

人との繋がりは、ロータリーにとっても私達が生き

る上でもとても大切なものです。そして私達、富津

中央ロータリークラブは人との繋がりまた異文化交

流という事で皆様もご存じのとおり台湾の「嘉儀南

区ロータリークラブ」と姉妹クラブとなっております。 

嘉義南區扶輪社と富津中央ＲＣは１９８１年３月１１

日に姉妹クラブを締結し今年で４４年目になります。

嘉義南區扶輪社の方々は本当に明るく言葉がわか

らず交わせない事もありますが、そのようなものも感

じさせないくらいパワフルな方々です。そんな方々

とのこのように友情親睦を深め絆を強める事により

私達の富津中央ＲＣもより、楽しく活力のあるクラブ 

になれるように思います。



 

  

   

若い頃に松戸 RC の土屋亮平パストガバナーの

お話で、「ロータリーは善意の集団である」と上記の

詩を語られた事にとても感動し未だに忘れられませ

ん。この言葉をお聞きした事によりロータリー感がガ

ラリと変わりました。この素晴らしい言葉に出会い幸

せに感じています。 

そして「４つのテスト」は、ロータリーアンの私にとっ

て最も大切にしているものです。 

◆まとめ◆ 

近年、様々なものがめまぐるしく変化していく中でロ

ータリーも継続と変化のバランスを取りながら進ん

でいく必要性があると思います。 

今回アーチック会長テーマ「Ｔｈｅ Ｍａｇｉｃ ｏｆ Ｒｏｔ

ａｒｙ」と「ロータリーとは」のテーマでお話させていた

だきました。 

ロータリークラブは例会に参加すること、その中で

の楽しさ、人と人との繋がりが大切なことのように思

います。 

そこで重要になってくるのがアーチック会長が言う

ようにインクルージョンと帰属意識なのではないでし

ょうか⁉ 

互いに認め合い、そして私には共に同じ意識を持

つ仲間がいるという思いを知ることにより互いの幸

せを支え合い参加者の基盤を広げる第一歩になる

ように思います。 

アーチック会長は言っています。「ロータリーマジッ

ク」と言っても魔法の杖を振って呪文を唱えるだけ

で平和をもたらしたりポリオを今月したり会員を増や

したりするわけでありません。 

プロジェクトを終えるたび、寄付をするたび、新入会

員を迎えるたびに、皆さんがマジックを生み出すの

です。 

私はこのように、アーチック会長のメッセージと先程、

平川会員がお話して下さった事を通して感じたこと

は、「４つのテスト」１．真実かどうか２．みんなに公

平か３．好意と友情を深めるか４．みんなのために

なるかどうか  

これこそが「ロータリーマジック」の呪文となっている

ように思います。 

 

ニコニコＢＯＸ 

新橋悠実瑛 親睦担当部員 

神子 恒   平川さん、飯島さんお疲れ

さまでした。 

朝月真次郎 榎本ガバナー補佐、木更   

津東ローラリークラブのお話

を聞かせていただいて。平

川・飯島会員、ファシリテーシ

ョンを聞かせていただいて。 

榎下・相川・栗原・志波・新橋・若鍋・山下 

・岡田          〃 

高橋裕之 図らずも昨夜目黒のライブハ

ウスで伊藤会員夫妻と同席

になり、些か酒が進みました。 

 

＊＞１，０００円   合計 13 ,０００円 

 

出席報告 

飯島由美 出席担当部員 

 

区分 会員数 出席 欠席 MUp 出席率

今 回 38/34 23 11 2 67.64%

前 回 38/37 ２７ ８  72.97%

前々回 38/37 ２３ １２ ６ 63.39%

 


